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研修会スケジュールと参加者

（１回目）A研修：8月／B研修：9月（４時間ずつ）

（２回目）A・B研修：10月（１日で８時間すべて）

（次回は２月に３回目を予定）

受講状況

• 196名／1449名 13.5％（受講率）

• 157店舗／573店舗 27.3％（店舗受講率）

• e-ラーニング受講者数は86名／196名
（受講者の43％）



健康サポート薬局取得状況
（2016.12時点）

• ４店舗が取得／５７３店舗
• 薬局Aのケース

25店舗中の3店舗が取得
研修修了者は10名

• 薬局Bのケース
2店舗中の1店舗が取得
研修修了者は4名



Ａ薬局の取組み

２０１５年2月
社内に健康サポート薬局を推進するための
プロジェクトチーム立ち上げ、定期的に会議を開き、
具体的な事業内容について協議
（構成メンバー）

・薬剤師 ・看護師 ・管理栄養士
・メディカルパートナー（医療事務）
・フロアスタッフサービス（FSS）

２０１５年10月
社内の組織改編を行い、
新たに「健康サポート薬局推進」の部署を設け、
事業体制を強化



健康サポート薬局として

•認知症サポーター全職員取得
•Pepperの導入
•県の取り組みに参加
•健康通信
•健康フェアの開催
•お薬・栄養・介護相談会
•ロコモ運動
•出前講義の実施
•ちょっとそこまで歩こう会
そして、地域住民の方に薬局から情報発信を行う



認知症サポーター全職員取得

認知症の方に的確なアプローチができるよう
に、全職員が認知症サポーターを取得。

• 薬剤師
• ＭＰ（メディカルパートナー）
• 看護師
• 管理栄養士
• ＦＳＳ（フロアスタッフサービス）



Pepperの導入

3店舗に、人型ロボット「Pepper（ペッパー）」

を常置する。Pepperにクイズ機能を搭載。

「処方箋には期限があるの？」

「ジェネリック医薬品って本当に大丈夫？」

「かかりつけ薬剤師を持つと何がいいの？」

などの質問を設定し、

来局者の調剤時の待ち時間などに応対する



県の取り組みに参加

•大分県が企画・運営する従業員の健康づくりを
推進する事業所（店）に付与される

「生涯健康県おおいた21推進協力事業所（健康
経営推進部門）」

•たばこ対策を通じて県民の健康づくりを推進す
る「同（受動喫煙対策部門）」

の登録を受けるなど、

従業員を含めて地域住民の健康サポートを積極
的に展開する方針を掲げる



トミーの健康通信
Ｖｏｌ.61 2017年1月1日発行 永冨調剤薬局

61号
本年もよろしく
おねがいします

調剤薬局の管理栄養士メニューかんたん
おいしい

からだに良い レンジで簡単♪鮭のポン酢蒸し

【1人分】ｴﾈﾙｷﾞｰ130kcal 塩分0.9g

【材料】
・鮭‥・・・・・・1切れ（70g）
・塩コショウ‥少々
・お好きな野菜‥適量
（今回は
もやし、にんじん、しめじ）

・酒‥・・・・・・・ 大さじ1
・ポン酢・・・・・ 大さじ1
・ネギ・・・・・・・・適量

①鮭に塩コショウを振る。
②耐熱皿にお好きな野菜を平らにのせ、
その上に鮭をのせる。
上から酒・ポン酢を回しかけ、ふんわり
ラップをかける。

③ 600Wで約5～6分加熱して完成。
ネギを彩りよく散らしてどうぞ♪
（電子レンジによって加熱時間は変わるので
調整してください）

※お好みでバターや柚子胡椒を添えて
もおいしくいただけます。

簡単ですぐできるヘルシー料理です。
鮭には抗酸化作用のあるアスタキサ
ンチンやビタミンA・B2を豊富に含んで

いるため、動脈硬化や高血圧などの
生活習慣病、老化防止の効果が期待
できます。皮にはコラーゲンが豊富に
含まれているので残さず食べましょ
う。ヘルシーな上、しっかり栄養も摂れ
るので、年末年始に食べ過ぎた方に
はおすすめの一品です。

ポイント
【作り方】

テーマ：注意しましょう！感染性胃腸炎の流行期です

ノロウイルス等の感染性胃腸炎は12月から1月が流行のピークとなります。
大分県では12月21日に警報が発令しました。冬場に流行する感染性胃腸炎は、
ウイルスがついた食品を食する以外にも、ウイルスがついた手指を介して感染する
ことから、排便後や調理・食事の前には手洗いを励行し予防に努めましょう。

外出後・トイレ後・ご飯の準備前・オムツ交換した後

■石鹸で手のひらや指先、指の間や爪の中をよく洗い、流水で
１分ほどすすぎます。

■手をふくタオルはこまめに変え、感染した人とタオルを分け
る。

手洗い

■食品は85℃以上で1分以上加熱する。
■生で食品を食べないようにする。
■調理器具は漂白剤に付けるか、熱湯で15分以上消毒をす
る。
■食品は賞味期限を確認する。

調理

※免疫の弱い乳幼児や高齢者は下痢や嘔吐のため、脱水症状になると重症化する危険が
あります。感染が疑われる場合は早めに病院を受診しましょう。

家族が感染したらー患者のふん便や吐物の処理は特に注意ー

家庭で出来る消毒液のつくり方

0.1%吐物処理用
500mlのﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙに
水を半分程度入れ
る。

原液10ml（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ
ｷｬｯﾌﾟ2杯）を入れ
る。

水を加えて全体を
500mlにする。

ﾍﾟｯﾄボトルの
キャップ2杯
（5ml×2＝10ml）

500
ml

ノロｳｲﾙｽにはアルコール消毒は効果
がありません。次亜塩素酸系消毒液
での処理が必要です。
商品名（ﾊｲﾀｰ・ﾌﾞﾘｰﾁ・ﾐﾙﾄﾝなど）
※ワイドハイターなど酸素系漂白剤は
効果がないのでご注意ください。

2ℓのﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙに水を
半分程度入れる。

水を加えて全体を2ℓ
にする。

0.02%生活除菌・消毒用

原液10ml（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ
ｷｬｯﾌﾟ2杯）を入れ
る。

有効期限14日 有効期限1日
家庭用

塩素系漂白剤
（約5％）

混ぜるな危険

①換気をよくして、手袋・マスクを着用します。手袋は使い捨てビニール手袋が便利です。
汚れものを捨てるビニール袋の口を大きく広げておきます。

②おう吐物は外側から内側に取り除き、広げないようにします。
吐物は半径２ｍ程度の広範囲に飛び散ります（高さ１メートルの高さから
おう吐した場合）膝はつかず、足裏もしっかり拭きましょう。

③使用したペーパーなどは直ぐにビニール袋に入れます。
消毒液（0.1%次亜塩素酸系消毒液）をビニール袋に流し入れ、汚染物が浸み込ませま
す。

④おう吐物が付着した部分は、消毒液をしみこませたペーパータオルで浸すように拭きます。
10分後に水拭きをします。
カーペットなどの脱色が気になる場合は、消毒液は使わず当て布をしてスチームアイロン
の蒸気を2分間吹きつけても効果があります。

⑤使用したマスク・手袋もビニール袋にいれ、空気が漏れないようにしっかり縛り、早めに
捨てます。手袋はなるべく外側を触らないように包み込むようにして取り外すのがコツ。

⑥手洗いを念入りにします。もし、手に付着した場合でもしっかりと手洗いをする事で二次感
染は予防できます。

⑦汚れた衣類を洗濯する場合、先に消毒液に浸します。
・水5Lに対して次亜塩素系漂白剤約20ml（キャップ軽く1杯）の消毒液に
衣類を入れます。
水の量で漂白剤の量を加減します（10Lなら2杯）
・約30分放置します。
・消毒液を捨て、洗剤で通常に洗濯をします。あなたの街の健康ステーション 永冨調剤薬局

小さな子供さんの
手の届かない所に
保管しましょう



健康フェアの開催



ロコモ運動



出前講義の実施

薬剤師
いまさら聞けないお薬の疑問
看護師
認知症予防
栄養士
減塩のコツ



ちょっとそこまで歩こう会





B薬局の取り組み
薬を使わない地域への支援活動

• 食支援への啓蒙活動
• 外用薬の適正使用講座
• 歌を使った口腔運動講座
• 睡眠に関する相談会の実施
• 多職種への講演会の開催



薬を使わない地域への支援活動

外用薬の適正使用講座

睡眠に関する相談会の実施

歌を使った口腔運動講座

食支援への啓蒙活動



健康サポート薬局
地域医療を支える薬局の使命

• 気軽に立ち寄れる敷居の低い薬局
• 一人の患者と真摯に向き合い看取りまで寄り
添っていく覚悟のある薬局

• 健康サポート薬局が地域に根付くことで、より
安心して過ごせる地域ができるのではないか

• 今後の医療環境で地域という言葉がキーワー
ドとするならば、健康サポート薬局業務は使命
だと考えます。



アンケート職種内訳

介護支援専門

員

55%

看護師

5%

社会福祉士

5%

医療ソーシャル

ワーカー

5%

ヘルパー

5%

管理職

5%

その他

20%

職種別

Ｎ-20



【健康サポート薬局を知っていましたか？】

連携施設に健康サポー
ト薬局の意味を説明す
ることは

効果的であると思わ
れる



【健康サポート薬局において期待する
機能とは】

他職種からも

かかりつけ薬局・
薬剤師の機能は
求められている



【薬局でお薬をもらう以外、どのように
利用してよいかわからない。】

薬局機能を充分に利
用していただく努力も
大切



【今まで薬局と連携して、利用者様との
対応にあたったことはありますか？】

現状まだ連携は不十
分であり利用されて
ない



【健康サポート薬局が増えることを期待し
ますか？】

健康サポート薬局の
機能は

他職種からも期待さ
れている



大分県薬剤師会の今後の取り組み

• 大分県における健康サポート薬局推進の
ビジョンの策定

• 健康サポート薬局特別委員会において
運営体制の充実

• 健康サポート薬局を取得した薬局による、
研修会の開催

• 届出をした薬局や研修を終了した薬剤師の
ためのフォローアップ研修の開催


